
(1) 以下のtransfer function matrixに対する　ENCODERおよびVITERBIデコードを実現する

対応する回路図は
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(2) 前ページ（１）を以下のようにBPSK変調し、１０００ビット情報の送信、受信に拡張する
　　ただし、１０００ビットの最後の2ビットは 00"とし、ENCODERがSTATE=00に最後もどるようにする
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最終STATEは0に戻るので、
STATE=0からトレースバックすればよい

(3) 上記(2)を以下のようにSOFT DEMAPPERに変更する
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Viterbi では以下の値でブランチメトリックを計算する
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(4) 上記(3)のSOFT DEMAPPERを3ビット化して実装せよ



(5) 前ページ（2）, (3), (4)にノイズを入れて以下のようなグラフを作成せよ

X軸は、信号（-1, +1）の平均パワー＝１　と　ランダムノイズパワーの平均値の比のｄB表示

(6) 前ページ（2）, (3), (4)をWINDOW処理でデコードせよWindowSize=5, 10, 20, 40を比較せよ

1 2 3 4 5 6 7 8 1000999998997

WindowSize=4 WindowSize=4

以下の例では８まで進んだ時に、STATE=0からトレースバックして、４までのWINDOWのデータをデコードする。
そして、１２まで進み、また、STATE=0からトレースバックして、５から８までのデコードを行う、
上記を繰り返す。
最後は、１０００でSTATE=0になることが約束されているので、それを利用する。

最終レポート課題、
中間レポートを書いてもらった、以下(12.49)式のコンボリューショナルデコーダに対して、
上記、(1)から(6)の処理プログラムを作成し、中間レポートで書いてもらったデコーダの説明、
今回の処理コード、結果を含むレポートを作成してください。

最終レポート提出日：　2月8日　和田まで電子メールで送付
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